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注 CCRT)を開発し，その有用性を報告していてきた(Mitsudo et al., 2014)． 
一方，ブドウ糖の類似物質である 18F-fluoro-2-deoxy-D-glucose (FDG)は，細胞の糖代謝




予後との関連性などについて多くの報告がなされている(Vansteekiste et al., 1999, 
Halfpenny et al., 2002)． 
FDGの集積から予後を予測した頭頚部癌を対象とする報告は過去にもいくつか散見され
るが，それらは咽頭癌や喉頭癌などを含めた頭頸部全般の報告であり，口腔癌のみを対象









対象は 2006年 3月から 2012年 10月に横浜市立大学付属病院歯科・口腔外科で動注 CCRT
を施行した口腔扁平上皮癌を対象とした．このうち，治療前，治療終了 4 週間後に
dual-time-point法による FDG－PETを施行し評価した 69症例（stage II:8例、stage III:20
例、stage IV: 41例）を対象とした．原発巣の FDG集積を standardized uptake value (SUVmax)
として測定し，測定した SUV値から retention index (RI) [(後期相 SUV‐早期相 SUV)/ 早
期相 SUV ]、早期相および後期相の治療前後の減少率 [(治療前 SUV‐治療後 SUV/治療前









治療前の SUV値の中央値は早期相が 7.4(1.3－20．2)，後期相が 8.4(1.9－27.6)，RIは
22.0%(‐19.8%－63.8%)であった．治療後の SUV値の中央値は早期相が 2.9(0－6.6)，後期
相が 3.3(0－9.5)，RIは 9.4%(‐19.4%－60.9%)であった．治療後の SUV値(早期相，後期相)，
RIは有意に減少していた.減少率の中央値は早期相が 59.1%(‐177.0%－100%)，後期相が
60%(‐121.1%－100%)であった． 
3年 OS，3年 DFS，3年 LCはそれぞれ 69%，62%，80%であった．カットオフ値を用いた群
間比較では，治療前の SUV値(早期相) の高い群(OS；p =0.014，DFS； p=0.006)，治療前
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